
 
 

 

1 計画の基本構想 
本計画は高齢者を取り巻く状況の変化や地域の実情、令和７年（2025年）、令和22年（2040年）の将

来の姿などを見据え、令和３年度から令和５年度までの高齢者に対する介護・福祉施策の基本的な考え方
と方策を示すものです。 

第８期計画（令和3年度～令和5年度）では「安心して いきいきと暮らせる まちづくり 共に支えあい 
みんなでつくる 福祉のまち」を計画の将来像として、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を継続
できる環境づくりを目指していきます。 

 

 

   

 

 

 

2 今後の高齢者の状況 
 

本町の高齢者人口の推計をみる

と、65～74歳の高齢者は令和3年を

ピークに減少を続け、一方で75歳以

上の高齢者は年々増加し、令和17年

にピークを迎え、2,800人程度とな

り、高齢者に占める割合は65.6％と

なることが見込まれます。 

また、要支援・要介護認定者数の

推計をみると、年々増加し、計画最

終年の令和５年には707人となり、

認定率15.1％となることが見込まれ

ます。 

■高齢者人口の推計 

 
■要支援・要介護認定者数の推計 

   

 

３ 基本目標   
計画の理念を実現するため、次の４つの基本目標を設定します。 

 

基本目標１ 自立支援・介護予防の推進 

健康で⾧生きができるための高齢者の健康づくりや、地域の様々な介護予防の取り組みや活動に参加

できるよう、関係機関と連携し、介護予防の充実を図ります。また、国保データベース等のデータ分析

を活用し、保健事業と地域支援事業を一体的に実施することで高齢者の心身の多様な課題に対応し、き

め細かな支援を実施します（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施）。 
１ 健康づくりの推進  ２ 介護予防・日常生活支援総合事業の推進 

 
 
 

基本目標２ いきいきと暮らせる地域づくりの推進 

高齢者がいつまでも活動的で生きがいに満ちた社会生活を送ることができるように、多様性や自発性

を十分に尊重しながら、様々な社会活動や就労の機会を促進し、地域づくりの担い手として活躍できる

よう支援します。 
１ 地域住民主体の地域づくりの推進  ２ 社会参加の促進と就労支援 

 
 
 

基本目標３ 地域の中で自分らしい生活を継続するしくみづくり 

高齢者が可能な限り、住み慣れた地域において継続して生活ができるために、地域包括支援センター

を中心とし、「介護」・「予防」・「医療」・「生活支援」・「住まい」の５つのサービスを包括的かつ継続的に

提供する地域包括ケア体制の充実を図ります。 
１ 高齢者を地域で見守る体制づくり ２ 認知症支援体制の充実 ３ 在宅医療・介護連携体制の構築 
４ 生活支援サービスの充実  ５ 安全で安心して暮らせる環境の整備  ６ 権利擁護の推進 

 
 
 

基本目標４ 介護保険制度の円滑な運営 

介護需要の増加や多様な介護ニーズに対応し、高齢者が住み慣れた地域において日常生活を継続でき

るよう、家族の介護負担の軽減を図るとともに、高齢者に対する住まいの確保と生活の一体的な支援を

目的とした介護サービスの整備等を図ります。 
１ サービスの質の確保・向上及び介護人材の確保  ２ 介護給付の適正化等の推進  
３ 家族介護者への支援 

2,275 2,354 2,316 2,230 2,103 2,013 1,700 1,510 1,542

1,367 1,364 1,416 1,503 1,628 1,716 1,956
1,722 1,461

784 792 813 824 829 849 905
1,159 1,239

4,426 4,510 4,545 4,557 4,560 4,578 4,561 4,391 4,242
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令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和12年 令和17年 令和22年

資料：住民基本台帳に基づく推計（各年10月１日現在）
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資料：地域包括ケア「見える化」システムによる推計（各年９月末現在）

要介護5

要介護4

要介護3

要介護1

要支援2

要支援1

【実績値】 【推計値】→

安心して いきいきと暮らせる まちづくり 
—共に支えあい みんなでつくる 福祉のまち— 

甘楽町高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画 概要版 
（令和 3 年度～令和 5 年度） 



 
 

４ 介護保険料の見込み 
〇計画期間における保険給付費等見込額 

保険給付費を推計する上での主な留意点として、介護報酬の見直し、第１号被保険者の国における標準

所得段階の変更などに加え、高齢化の進展による介護需要の自然増を考慮した上で、必要なサービス見込

量を推計した結果、第 8 期計画の 3 年間に必要な保険給付費等は、合計で約 41 億円と見込まれます。 
 

〇介護給付費準備基金の活用 

第 8 期計画においては介護給付費準備基金 38,000 千円を取り崩し、保険料上昇抑制のために充当します。 
 

〇第８期介護保険事業計画における介護保険料〈保険料基準額〉 

上記の諸条件等をもとに、第 8 期（令和 3 年度～令和 5 年度）の保険給付費等をまかなうための第 1 号

被保険者の保険料を試算すると、以下のとおりとなります。 
 

 

 
       

 
基準額をもとに所得等に応じて９段階の保険料となります。 

 

 

■介護給付費及び介護保険料基準額の推移（令和２年度以降は推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■介護保険料基準額及び保険料所得段階の推移 

  
所得段階の区分及び乗率について算定した基準保険料は、下表のとおりです。 
■第１号被保険者の所得段階別保険料 

所得 
段階 

対象者 
介護保険料 
（年額） 

基準月額に対する割合※ 

令和 
３年度 

令和 
４年度 

令和 
５年度 

第１段階 

・生活保護受給者  
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者  
・世帯全員が住民税非課税で「公的年金等収入＋合計所得金

額」が 80 万円以下の人 

20,700 円 
(34,500 円) 

0.30 
(0.50) 

0.30 
(0.50) 

0.30 
(0.50) 

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で「公的年金等収入＋合計所得金額」
が 80 万円を超え 120 万円以下の人 

34,500 円 
(51,750 円) 

0.50 
(0.75) 

0.50 
(0.75) 

0.50 
(0.75) 

第３段階 
世帯全員が住民税非課税で「公的年金等収入＋合計所得金額」
が 120 万円を超える人 

48,300 円 
(51,750 円) 

0.70 
(0.75) 

0.70 
(0.75) 

0.70 
(0.75) 

第４段階 
本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者有り）で「公的年金等
収入＋合計所得金額」が 80万円以下の人 62,100 円 0.90 0.90 0.90 

第５段階 
【基準額】 

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者有り）で「公的年
金等収入＋合計所得金額」が 80万円を超える人 69,000 円 1.00 1.00 1.00 

第６段階 本人が住民税課税で合計所得金額が 120 万円未満の人 82,800 円 1.20 1.20 1.20 

第７段階 
本人が住民税課税で合計所得金額が 120 万円以上 210 万円 
未満の人 89,700 円 1.30 1.30 1.30 

第８段階 
本人が住民税課税で合計所得金額が 210 万円以上 320 万円 
未満の人 103,500 円 1.50 1.50 1.50 

第９段階 本人が住民税課税で合計所得金額が 320 万円以上の人 117,300 円 1.70 1.70 1.70 

※ 割合において（ ）内との差が公費負担となります（負担割合:国１／２、県１／４、町１／４）。   

区分 第 1 期 
H12～H14 

→ 
第 4 期 

H21～H23 
第 5 期 

H24～H26 
第 6 期 

H26～H29 
第 7 期 

H30～R2 
第 8 期 

R3～R5 
月額 

(増減) 
2,650 円 

→ 
3,933 円 3,933 円 4,400 円 5,100 円 5,750 円 

（650） （－） （0） （0） （467） （700） 
年額 

(増減) 
31,800 円 

→ 
47,200 円 47,200 円 52,800 円 61,200 円 69,000 円 

（7,800） （－） （0） （0） (5,600)   (8,400) 
段階 5 段階 → 6 段階 6 段階 9 段階 9 段階 9 段階 
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甘楽町で 
必要な介護
サービスの
総費用 

× 
65 歳以上の
方の負担分 

23％ 
÷ 

甘楽町の
65 歳以
上の方の
人数 

＝ 
令和 3 年度～5 年度
の保険料基準額 
69,000 円（年額） 
5,750 円（月額） 

390,769 394,870 382,651 372,695 395,249 405,506 445,153 462,302 477,424

101,555 89,952 81,274 84,105 97,154 112,878 114,645 117,337 119,492

434,789 456,883 471,720 517,655
582,828 632,761 633,277 643,219 653,539

927,113 941,705 935,645 974,455
1,075,231

1,151,144 1,193,075 1,222,858 1,250,455
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1,000円

2,000円

3,000円

4,000円

5,000円

6,000円

7,000円

0千円

1,000,000千円

2,000,000千円
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資料：地域包括ケア「見える化」システム

施設サービス 居住系サービス 在宅サービス 保険料基準額

第６期 4,400 円 

第 7 期 5,100 円 

第 8 期 5,750 円 


